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謹 賀 新 年 

 

 

会員の皆様、明けましておめでとうございます。 

 

昨年も、皆様のお陰でウイグル運動を幅広く宣伝する事が出来ました。協会にとって、昨年行った、 

一番大事なことの内の一つに、事務所の立ち上げがあると思います。 

もちろん今の経済状況で事務所を存続してゆくことは、協会にとって大変苦しいことですが、ウイグル 

問題をもっと広めるための拠点として、どうしても必要と判断したことでございます。 

 

協会はまだ規模も小さく、歳入も安定しておりませんので、事務所の経費は、イベントの収入や、ビラ 

配りの際の募金などいう手段で確保することになります。これら資金の確保という点が、今年の重要な課題 

の一つになると思います。 

 

一昨年に続き昨年も東京の他、沖縄県、香川県、栃木県、神奈川県と広島県で活動が出来ました。尖閣 

諸島事件の影響もあり、再びウイグル問題が注目されることにもなりました。このチャンスを生かすため 

に、理事の皆さん始め会員の方々とボランティアの皆さんの大変な努力を頂きましたことを、この場をお 

借りして感謝申し上げたいと思います。有難う御座いました。 

 

ウイグルの現状は７．５ウルムチ事件の前よりも酷くなっています。そのため今年の春頃、世界各国に 

いるウイグル人による緊急会議を、アメリカのワシントンＤＣで行う予定です。 

今大会は考え方を問わず、各分野からさまざまな人々が集まり、話し合う事によって、ウイグル運動の 

新しい方針を決定することを目的としています。 

 

今年も、ウイグルの人々にとって、さらに厳しい一年になることが予想されます。ウイグルの人々のため、 

日本のためにも、皆さんと一緒に頑張って参りたいと思います。 

 

どうか皆さん、本年も宜しくお願いいたします。 

 

 

                                2011年 元日 

 

                      世界ウイグル会議日本全権代表 

                         日本ウイグル協会会長 

                            イリハム・マハムティ 
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私
達
、
日
本
ウ
イ
グ
ル
協
会
は
今
後
に
お
い
て
も
、
中
国

政
府
に
よ
る
ウ
イ
グ
ル
人
弾
圧
の
真
実
を
訴
え
続
け
て
参
り

ま
す
。
そ
し
て
、
ウ
イ
グ
ル
人
と
日
本
人
が
、
世
界
観
や
宗

教
観
を
乗
り
越
え
て
連
帯
し
、
自
由
と
平
和
を
希
求
す
る
声

が
沸
点
を
超
え
た
と
き
、
後
世
の
歴
史
の
審
判
を
正
し
く
受

け
る
の
は
紛
れ
も
な
く
私
達
で
あ
る
と
、
確
信
し
て
お
り
ま

す
。 

  

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
改
め
て
中
国
政
府
に
対
し
、
強
く

抗
議
の
意
志
を
表
明
し
、
１
９
４
９
年
か
ら
の
６
１
年
の
間

に
、
理
不
尽
な
形
で
命
を
落
と
し
た
全
て
の
ウ
イ
グ
ル
人
に

心
か
ら
の
哀
悼
を
申
し
上
げ
、
日
本
ウ
イ
グ
ル
協
会
の
声
明

文
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

  
 
 

 

２
０
１
０
年
１
０
月
１
日 

 
 
 
 

 

特
定
非
営
利
活
動
法
人 

日
本
ウ
イ
グ
ル
協
会 

中
華
人
民
共
和
国
建
国
６
１
周
年
に
あ
わ
せ
声
明 

を
発
表 

 

１
０
月
１
日
、
中
華
人
民
共
和
国
建
国
の
日
に
あ
わ
せ
、

声
明
を
発
表
致
し
ま
し
た
。
こ
こ
に
そ
の
全
文
を
掲
載
致
し

ま
す
。 

の
人
権
、
そ
し
て
育
ん
で
き
た
文
化
を
確
実
に
飲
み
込
も
う
と

し
て
い
ま
す
。 

  

今
回
は
、
敢
え
て
ウ
イ
グ
ル
人
に
連
帯
す
る
と
い
う
宣
言

や
、
中
国
政
府
へ
の
抗
議
の
意
を
込
め
る
だ
け
で
は
な
く
、
全

て
の
日
本
国
民
に
対
し
て
も
、
こ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
り
た
い

と
思
い
ま
す
。 

  

私
達
は
、
一
人
で
も
多
く
の
日
本
国
民
に
、
「
祖
国
」
を
失

い
、
人
間
と
し
て
生
き
て
い
く
こ
と
す
ら
儘
な
ら
な
い
ウ
イ
グ

ル
人
の
苦
難
の
歴
史
に
触
れ
、
民
族
の
文
化
や
言
葉
、
歴
史
、

そ
し
て
未
来
を
守
る
こ
と
の
重
要
さ
、
尊
さ
を
再
認
識
し
て
頂

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
認
識
が
広
く

日
本
中
に
広
が
っ
て
い
き
、
そ
れ
を
大
き
な
世
論
に
し
て
い
く

こ
と
で
、
遠
く
離
れ
た
こ
の
日
本
か
ら
で
も
、
「
中
国
の
手
に

よ
っ
て
、
ウ
イ
グ
ル
が
歴
史
か
ら
抹
消
さ
れ
る
こ
と
を
防
ぐ
こ

と
が
出
来
る
」
と
、
強
く
確
信
を
し
て
い
る
か
ら
で
あ
り
ま
す
。 

  

協
会
活
動
報
告
２
０
１
０
秋
冬
（
１
） 

 

中
華
人
民
共
和
国
建
国
６
１
周
年
に
際
し
て
の 

日
本
ウ
イ
グ
ル
協
会
声
明
文 

 

私
達
、
日
本
ウ
イ
グ
ル
協
会
は
、
中
華
人
民
共
和
国
６
１

周
年
を
経
過
し
た
、
本
日
１
０
月
１
日
、
改
め
て
中
国
政
府

が
今
ま
で
行
っ
て
き
た
凶
行
に
対
し
、
強
く
抗
議
の
意
志
を

示
し
、
こ
の
日
本
か
ら
全
て
の
ウ
イ
グ
ル
人
に
強
く
連
帯
す

る
こ
と
を
宣
言
す
る
べ
く
、
声
明
文
を
発
表
致
し
ま
す
。 

  

中
国
政
府
の
手
に
よ
っ
て
、
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
が
侵
略
さ

れ
て
か
ら
６
１
年
の
月
日
が
経
過
し
、「
新
彊
ウ
イ
グ
ル
自
治

区
」
が
設
置
さ
れ
て
か
ら
５
５
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
こ
の

間
、
ウ
イ
グ
ル
人
は
、
大
躍
進
政
策
や
文
化
大
革
命
、
核
実

験
、
さ
ら
に
は
あ
ら
ゆ
る
民
族
浄
化
政
策
に
晒
さ
れ
、
多
く

の
罪
の
な
い
ウ
イ
グ
ル
人
の
命
が
失
わ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
、 

１
９
４
９
年
の
ウ
イ
グ
ル
侵
攻
、
そ
し
て
１
９
５
５
年
の
自

治
区
成
立
、
そ
し
て
現
在
に
至
る
ま
で
、
ウ
イ
グ
ル
人
に
と

っ
て
「
悪
夢
」
の
よ
う
な
月
日
で
あ
り
ま
し
た
。 

 

し
か
し
、
今
も
な
お
、
そ
の
悪
夢
か
ら
ウ
イ
グ
ル
人
が
解
放

さ
れ
る
状
況
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。
止
む
こ
と
の
な
い
民

族
浄
化
政
策
の
波
は
、
本
来
享
受
さ
れ
る
べ
き
ウ
イ
グ
ル
人 

 
 

黙
殺
さ
れ
る
真
実
を
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
に
問
う
平
和
集
会 

 

Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
参
加
各
国
首
脳
が
一
堂
に
会
す
る
首
脳
会
議
に

先
立
つ
１
１
月
６
日
、
横
浜
情
報
文
化
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

当
協
会
の
集
会
「
黙
殺
さ
れ
る
真
実
を
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
に
問
う
平
和

集
会
」
を
開
催
致
し
ま
し
た
。 

 

会
場
で
は
、
ま
ずD

e
a
t
h
 on t

h
e
 Si

l
kR
o
ad

が
上
映
さ
れ
、

さ
ら
に
多
く
の
先
生
方
が
登
壇
、
お
話
を
頂
き
ま
し
た
。 

 

登
壇
者
は
、
以
下
の
方
々
で
す
。 

 

神
奈
川
県
議
会
議
員
・
日
本
会
議
議
員
連
盟
会
長 

 

松
田 

良
昭
氏 

神
奈
川
県
議
会
議
員 

 

小
島 

健
一
氏 

 

1949 年 10 月 1 日、北京・天安門にて建国を

宣言する毛沢東。ただし国共内戦の終結は、

さらに後の事である。 

           （画像：Wikipedia） 
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 決議文読み上げの様子。参加者は拍手によって 

 賛同の意を表し APEC参加各国大使館に送られた。 

            2010/11/6 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

チ
ベ
ッ
ト
文
化
研
究
所
所
長
・
横
浜
桐
蔭
大
学
教
授 

ペ
マ 

ギ
ャ
ル
ポ
氏 

 

評
論
家
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト 

西
村 

幸
祐
氏 

評
論
家
・
拓
殖
大
学
客
員
教
授 

石 

平
氏 

 

ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
家
・
拓
殖
大
学
客
員
教
授 

関
岡 

英
之
氏 

 

東
京
都
議
会
議
員 

 

吉
田 

康
一
郎
氏 

 

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト 

山
際 

澄
夫
氏 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 

（
登
壇
順
） 

 

先
生
方
に
は
、
中
国
国
内
の
現
状
を
お
話
頂
く
と
共
に
、
中

国
に
対
す
る
時
に
は
日
本
は
い
か
に
応
じ
る
べ
き
か
、
ま
た
ア

ジ
ア
の
平
和
の
た
め
に
果
た
す
べ
き
日
本
の
役
割
は
い
か
な
る

も
の
か
、
な
ど
を
語
っ
て
頂
き
ま
し
た
。 

集
会
の
最
後
に
、
黙
殺
さ
れ
る
真
実
を
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
に
問
う
平

和
集
会
に
あ
た
っ
て
の
決
議
文
を
、
平
和
集
会
参
加
者
に
賛
同

し
て
頂
き
、
そ
れ
を
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
参
加
国
へ
の
要
望
文
と
し
て
各

国
大
使
館
へ
送
付
致
し
ま
し
た
。 

協
会
活
動
報
告
２
０
１
０
夏
秋
（
２
） 

  

参
加
者
一
同
は
、
こ
の
会
議
が
、
経
済
大
国
化
し
た
中
国
の

民
族
問
題
、
人
権
問
題
が
黙
殺
さ
れ
た
状
況
で
行
わ
れ
よ
う

と
し
て
い
る
こ
と
に
大
き
な
懸
念
を
表
明
す
る
。 

 

ウ
イ
グ
ル
人
が
多
数
虐
殺
さ
れ
た
２
０
０
９
年
７
月
の
ウ

ル
ム
チ
事
件
。
時
を
同
じ
く
し
て
イ
タ
リ
ア
で
は
、
先
進
国

首
脳
に
よ
る
サ
ミ
ッ
ト
が
開
催
さ
れ
、
中
国
は
胡
錦
濤
国
家

主
席
が
参
加
し
て
い
た
。
し
か
し
、
胡
主
席
は
会
期
中
に
も

関
わ
ら
ず
、
サ
ミ
ッ
ト
を
中
座
し
緊
急
に
帰
国
し
た
の
で
あ

る
。
そ
れ
が
、
ウ
ル
ム
チ
事
件
の
収
拾
の
為
で
あ
る
こ
と
は

誰
の
目
に
も
明
ら
か
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
サ

ミ
ッ
ト
に
お
い
て
先
進
国
首
脳
の
口
か
ら
、
中
国
国
内
の
人

権
状
況
に
対
し
、
抗
議
の
声
は
お
ろ
か
、
懸
念
の
声
が
発
せ

ら
れ
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。 

 

冷
静
な
現
状
認
識
に
立
て
ば
、
国
境
を
越
え
て
資
本
が
行

き
交
う
グ
ロ
ー
バ
ル
な
経
済
状
況
を
、
闇
雲
に
否
定
す
る
こ

と
は
出
来
な
い
。
し
か
し
、
国
境
を
越
え
て
利
益
を
追
求
す

る
ビ
ジ
ネ
ス
が
加
速
す
る
の
と
呼
応
す
る
よ
う
に
、 

  

「
内
政
干
渉
」
と
は
到
底
片
付
け
る
こ
と
は
出
来
な
い
ウ
イ
グ
ル

問
題
を
始
め
と
す
る
中
国
の
人
権
問
題
に
、
世
界
の
多
く
の
国
々

が
、
中
国
と
の
政
治
的
対
立
を
恐
れ
、
又
、
自
国
の
経
済
損
失
を

恐
れ
、
抗
議
の
声
を
上
げ
る
こ
と
の
出
来
な
い
状
況
が
醸
成
さ
れ

て
し
ま
っ
た
こ
と
は
紛
れ
も
な
い
事
実
で
あ
る
。 

私
達
、
「
黙
殺
さ
れ
る
真
実
を
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
に
問
う
平
和
集
会
参

加
者
」
一
同
は
、
今
回
の
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
に
お
い
て
、
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
参
加

各
国
首
脳
が
、
以
下
の
事
項
を
中
国
に
要
求
す
る
こ
と
を
求
め
、

こ
こ
に
決
議
す
る
。 

 

１
．
ウ
イ
グ
ル
人
を
始
め
と
す
る
被
抑
圧
民
族
の
政
治
的
、
文
化

的
、
経
済
的
な
基
本
的
人
権
と
自
由
と
を
尊
重
す
る
こ
と
。 

 

２
．
無
実
の
ウ
イ
グ
ル
人
を
始
め
と
す
る
被
抑
圧
民
族
に
対
す
る

不
当
逮
捕
を
や
め
、
既
に
逮
捕
さ
れ
て
い
る
人
々
に
は
公
正
な
裁

判
を
行
う
こ
と
。 

 

３
．
ウ
ル
ム
チ
事
件
に
対
し
て
の
国
際
調
査
団
を
形
成
し
、
現
地

調
査
を
行
う
こ
と
。 

 

４
．
テ
ロ
と
の
戦
い
と
い
う
口
実
で
、
ウ
イ
グ
ル
人
の
処
刑
が
行

わ
れ
て
い
る
現
状
に
対
し
、
そ
れ
が
本
当
に
テ
ロ
リ
ス
ト
で
あ
る

の
か
、
公
正
な
目
で
判
断
す
る
こ
と
。 

 

５
．
ウ
イ
グ
ル
に
お
け
る
核
実
験
の
実
態
を
明
か
し
、
被
害
者
に

は
保
障
を
行
う
こ
と
。 

 

２
０
１
０
年
１
１
月
６
日 

黙
殺
さ
れ
る
真
実
を
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
に
問
う
参
加
者
一
同 

 

 

黙
殺
さ
れ
る
真
実
を
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
に
問
う
平
和
集
会 

に
あ
た
っ
て
の
決
議
文 

 

１
１
月
１
３
日
、
１
４
日
の
両
日
に
渡
っ
て
、
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ

（
ア
ジ
ア
太
平
洋
経
済
協
力
）
の
首
脳
会
議
が
開
催
さ
れ
る
。

私
達
、
「
黙
殺
さ
れ
る
真
実
を
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
に
問
う
平
和
集
会
」 
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    様々な立場、国籍、人種の人々が集い、人権アピール 

    を行った国連大学前。 

                       2010/12/10 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                  声明文を読み上げるイリハム会長。 

                                                       2010/12/10 

世
界
人
権
デ
ー
国
連
大
学
前
集
会 

 

１
２
月
１
０
日
、
世
界
人
権
デ
ー
で
あ
り
、
劉
暁
波
氏
ノ
ー

ベ
ル
平
和
賞
授
賞
式
も
行
わ
れ
た
こ
の
日
、
在
日
ビ
ル
マ
人
団

体
を
中
心
に
国
連
大
学
前
で
集
会
が
行
わ
れ
、
当
協
会
も
参
加

致
し
ま
し
た
。 

 

参
加
各
団
体
の
ス
ピ
ー
チ
が
行
わ
れ
、
協
会
か
ら
は
、
イ
リ

ハ
ム
会
長
の
ス
ピ
ー
チ
と
協
会
声
明
文
の
読
み
上
げ
を
行
い
ま

し
た
。 

  

恐
怖
と
混
乱
の
土
地
を
離
れ
、
遠
く
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
国
連
難
民
高

等
弁
務
官
事
務
所
ま
で
逃
れ
、
そ
の
保
護
下
に
あ
っ
た
筈
の
人
々
を

待
っ
て
い
た
の
は
、
中
国
政
府
の
手
配
に
よ
る
強
制
送
還
の
チ
ャ
ー

タ
ー
機
で
あ
っ
た
。 

 

翌
日
、
中
国
の
国
家
副
主
席
は
、
か
ね
て
か
ら
の
予
定
通
り
、
カ

ン
ボ
ジ
ア
に
降
り
立
ち
、
多
額
の
援
助
を
約
束
し
た
。 

  

こ
れ
ら
は
、
１
９
４
９
年
、
中
華
人
民
共
和
国
が
成
立
し
て
以
降

続
く
、
人
権
蹂
躙
の
歴
史
の
１
ペ
ー
ジ
に
過
ぎ
な
い
。
人
類
社
会
を

構
成
す
る
、
す
べ
て
の
人
々
が
、
真
に
人
権
を
希
求
す
る
の
で
あ
れ

ば
、
こ
の
歴
史
に
も
ま
た
、
ピ
リ
オ
ド
を
打
た
ね
ば
な
ら
な
い
と
私

た
ち
は
考
え
る
。 

  
  

よ
っ
て
私
た
ち
は
、
以
下
の
通
り
宣
言
す
る
。 

  

私
た
ち
は
、
専
制
と
圧
迫
、
そ
れ
ら
へ
の
迎
合
に
強
く
反
対
す
る
。 

  

私
た
ち
は
、
人
が
人
と
し
て
生
き
る
権
利
を
踏
み
に
じ
る
す
べ
て

の
論
理
を
拒
否
す
る
。 

  

私
た
ち
は
、
私
た
ち
と
同
じ
理
想
を
共
有
す
る
す
べ
て
の
人
々
と

連
帯
す
る
。 

  

私
た
ち
は
、
絶
対
に
希
望
を
捨
て
な
い
。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
０
１
０
年
１
２
月
１
０
日 

特
定
非
営
利
活
動
法
人 

日
本
ウ
イ
グ
ル
協
会 

 

 

協
会
活
動
報
告
２
０
１
０
夏
秋
（
３
） 

  

 
 

世
界
人
権
デ
ー
に
際
し
て
の
声
明
文 

 

１
９
４
８
年
、
第
３
回
国
連
総
会
に
お
い
て
「
人
権
に
関
す
る
世
界

宣
言
」
が
採
択
さ
れ
て
か
ら
６
２
年
目
の
本
日
を
、
私
た
ち
は
深
い
憂

慮
と
と
も
に
迎
え
る
。 

 

同
宣
言
に
よ
っ
て
高
ら
か
に
謳
い
あ
げ
ら
れ
た
、
す
べ
て
の
人
が
持

っ
て
い
る
筈
の
権
利
は
、
未
だ
す
べ
て
の
人
の
手
に
行
き
渡
っ
て
は
お

ら
ず
、
数
多
の
良
心
と
勇
気
と
が
目
指
し
た
理
想
は
、
そ
の
多
く
が
未

だ
理
想
の
ま
ま
、
遠
く
路
の
彼
方
に
あ
る
。 

  

東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
の
ウ
イ
グ
ル
人
に
お
い
て
も
ま
た
同
様
で
あ
る
。 

  

近
く
は
２
０
０
９
年
６
月
、
広
東
省
の
玩
具
工
場
に
就
業
さ
せ
ら
れ

て
い
た
ウ
イ
グ
ル
人
ら
は
、
ま
る
で
家
畜
の
如
く
棒
で
殴
り
殺
さ
れ
た
。 

  

こ
の
事
件
の
真
相
解
明
と
、
政
府
の
適
切
な
対
応
を
求
め
た
デ
モ
を

行
っ
た
ウ
ル
ム
チ
の
人
々
は
、
あ
る
者
は
軍
や
武
装
警
察
の
銃
弾
に
倒

れ
、
あ
る
者
は
捕
ら
わ
れ
、
法
に
反
し
た
非
公
開
の
裁
判
に
よ
っ
て
裁

か
れ
、
そ
し
て
処
刑
さ
れ
た
。 
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                          「シルクロード」と言う響きから想起されるある種の 

                          郷愁などとは全く異なる計画が進められている。 

                               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

多
く
の
日
本
人
に
と
っ
て
、「
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
」
と
聞
け
ば
、

一
度
は
訪
れ
た
い
憧
れ
の
場
所
で
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
し

か
し
、
そ
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
を
舞
台
に
、
資
源
の
獲
得
を
第
一

義
と
し
た
中
国
の
ユ
ー
ラ
シ
ア
覇
権
拡
大
が
始
ま
っ
て
い
る
。 

  

そ
れ
は
、
中
国
が
主
導
し
ウ
イ
グ
ル
を
含
め
た
中
央
ア
ジ
ア

全
体
、
チ
ベ
ッ
ト
、
中
国
と
は
一
定
の
距
離
を
置
い
て
い
る
は

ず
の
ト
ル
コ
、
さ
ら
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
東
端
の
各
国
に
ま
で
影

響
を
及
ぼ
す
で
あ
ろ
う
、「
新
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
構
想
」
で
あ
る
。

端
的
に
言
え
ば
、
ヒ
ト
（
こ
れ
は
限
定
的
）・
モ
ノ
・
カ
ネ
の
輸

送
網
で
あ
り
、
鉄
道
や
道
路
、
資
源
を
輸
送
す
る
パ
イ
プ
ラ
イ

ン
を
指
す
。
現
在
の
ウ
イ
グ
ル
問
題
を
解
釈
す
る
上
で
避
け
て

は
通
れ
な
い
重
要
な
事
柄
で
あ
り
、
今
回
は
こ
の
問
題
を
取
り

上
げ
る
こ
と
に
し
た
。 

   

中
国
が
推
し
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
「
新
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
構

想
」
は
一
つ
に
限
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
が
、
代
表
的
な
も

の
は
、「
新
ユ
ー
ラ
シ
ア
・
ラ
ン
ド
・
ブ
リ
ッ
ジ
構
想
」
だ
。
こ

の
計
画
は
、
ウ
イ
グ
ル
と
中
央
ア
ジ
ア
を
結
ぶ
程
度
の
も
の
で

は
な
く
、
江
蘇
省
の
連
雲
港
を
起
点
と
し
、
鄭
州
、
西
安
、
蘭

州
、
ウ
ル
ム
チ
を
経
由
し
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
な
ど
の
中
央
ア
ジ

ア
諸
国
を
超
え
、
さ
ら
に
ロ
シ
ア
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
、
ポ
ー
ラ
ン

ド
、
ド
イ
ツ
な
ど
の
国
と
地
域
を
経
由
し
、
最
後
に
オ
ラ
ン
ダ

の
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
に
到
達
す
る
壮
大
な
計
画
で
あ
る
。
既
に
、

起
点
で
あ
る
連
雲
港
か
ら
ウ
イ
グ
ル
の
ホ
ル
ゴ
ス
ま
で
の
高
速

道
路
は
全
線
開
通
し
て
お
り
、
こ
の
構
想
の
中
国
に
お
け
る
整

備
は
完
成
し
て
い
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。 

  
 

最
近
の
動
き
で
は
、
９
月
下
旬
（
時
期
に
注
目
）
に
「
中
日

新
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
企
業
協
力
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
起
点
と
な
る
江

蘇
省
の
連
雲
港
で
開
か
れ
、
中
国
側
が
中
国
及
び
中
央
ア
ジ
ア

の
関
連
事
業
に
日
本
企
業
を
誘
致
す
べ
く
行
わ
れ
た
こ
と
が
、

ご
く
僅
か
な
が
ら
報
道
さ
れ
て
い
る
。 

   

そ
し
て
も
う
一
つ
は
、
中
国
紙
が
１
１
月
１
８
日
に
、
そ
し

て
追
う
よ
う
に
産
経
新
聞
が
１
１
月
１
９
日
付
け
で
報
じ
た

「
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
鉄
道
構
想
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
ウ
イ
グ
ル

の
カ
シ
ュ
ガ
ル
を
起
点
と
し
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
、
キ
ル
ギ
ス
、

ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
の
中
央
ア
ジ
ア
各
国
を
経
由
し
て
ア
フ
ガ
ニ

ス
タ
ン
を
目
指
し
、
さ
ら
に
イ
ラ
ン
を
通
り
抜
け
て
ト
ル
コ
の

イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
ま
で
、
乗
り
継
ぎ
な
し
の
国
際
鉄
道
路
線
を

整
備
し
、
チ
ベ
ッ
ト
、
パ
キ
ス
タ
ン
、
さ
ら
に
は
東
南
ア
ジ
ア

各
国
へ
も
支
線
を
延
ば
す
と
い
う
途
方
も
無
い
計
画
で
あ
る
。 

  

そ
の
途
方
の
無
さ
故
、
９
０
年
代
か
ら
語
ら
れ
て
は
消
え
る
事

を
繰
り
返
す
構
想
で
あ
っ
た
が
、
中
国
が
９
月
に
イ
ラ
ン
に
対

し
２
０
億
ド
ル
の
鉄
道
整
備
費
用
を
援
助
す
る
こ
と
が
合
意
さ

れ
て
か
ら
事
態
は
急
展
開
を
見
せ
て
い
る
。
イ
ラ
ン
は
、
中
国

と
の
合
意
後
、
ト
ル
コ
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ

ン
な
ど
の
鉄
道
網
の
建
設
に
関
す
る
基
本
的
な
合
意
に
取
り
付

け
、
２
０
１
１
年
早
々
に
も
中
国
と
イ
ラ
ン
が
主
導
し
た
会
議

が
開
か
れ
る
と
い
う
。 

  

こ
の
件
で
は
、
ウ
ル
ム
チ
か
ら
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
方
面
に
抜
け

る
鉄
道
網
の
整
備
が
ほ
ぼ
完
了
し
て
い
る
。
中
国
は
２
０
０
９

年
４
月
に
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
に
１
３
０
億
ド
ル
の
支
援
を
行
っ
た

が
、
こ
れ
で
２
０
１
２
年
ま
で
の
間
に
ウ
イ
グ
ル
と
カ
ザ
フ
ス

タ
ン
を
結
ぶ
鉄
道
網
・
道
路
網
が
ほ
ぼ
完
成
す
る
こ
と
に
な
る
。 

 
 

 

さ
ら
に
石
油
液
化
ガ
ス
の
輸
送
つ
い
て
は
２
０
１
０
年
６
月
に

完
成
済
で
、
そ
の
ル
ー
ト
中
国
は
既
に
確
保
し
て
い
る
。 

２
０
１
０
年
１
２
月
、
中
国
の
民
主
活
動
家
・
劉
暁
波
氏
の

ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
授
賞
式
の
欠
席
し
た
国
々
の
中
に
カ
ザ
フ
ス

タ
ン
が
含
ま
れ
て
い
た
の
は
当
然
の
結
果
だ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、

２
０
０
８
年
の
世
界
的
な
金
融
危
機
以
降
、
銀
行
の
破
た
ん
、

資
金
の
王
州
引
き
上
げ
が
相
次
ぎ
、
Ｃ
Ｉ
Ｓ
加
盟
国
の
中
で
も

っ
と
も
困
窮
し
た
と
言
わ
れ
る
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
を
、
経
済
的
に

下
支
え
し
た
の
は
中
国
だ
っ
た
か
ら
だ
。
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
が
、

中
国
の
意
志
に
反
す
る
行
動
を
取
れ
る
訳
が
な
い
の
で
あ
る
。 

  

こ
う
し
た
動
き
を
、
ア
メ
リ
カ
は
ど
う
見
て
い
る
か
。
勿
論
、

座
視
は
し
な
い
。
こ
の
「
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
鉄
道
構
想
」
は
、
例

え
二
義
的
な
目
的
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
北
朝
鮮
と
イ
ラ
ン
が

事
実
上
一
本
の
レ
ー
ル
で
繋
が
る
こ
と
を
意
味
す
る
か
ら
だ
。 

 
二
つ
の
「
新
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
構
想
」
（
１
） 
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 チベット方面、青蔵鉄道などでも、軍用列車 

が運用されている。鉄道は、直接的な支配力 

 の面でも、重要な要素となる。（画像は 2009  

年 7月、ウイグル女性と対峙する治安部隊。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

し
か
し
、
一
方
で
中
国
は
「
米
国
債
を
買
い
支
え
て
い
る
」

こ
と
を
外
交
カ
ー
ド
に
ア
メ
リ
カ
の
首
根
っ
こ
を
掴
み
掛
け
て

い
る
。
こ
の
綱
引
き
が
ど
の
よ
う
な
結
果
を
生
む
の
か
。
こ
の

計
画
自
体
が
１
年
や
２
年
の
ス
パ
ン
で
計
画
さ
れ
て
い
る
も
の

で
は
な
い
の
で
、
今
後
を
予
測
す
る
の
は
大
変
難
し
い
が
現
時

点
か
ら
こ
の
動
き
に
つ
い
て
し
っ
か
り
と
ウ
ォ
ッ
チ
す
る
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

   

話
を
身
近
な
と
こ
ろ
に
戻
し
た
い
。
ウ
イ
グ
ル
支
援
を
し
て

い
る
私
達
が
、
こ
の
二
つ
の
中
国
主
導
に
よ
る
「
新
シ
ル
ク
ロ

ー
ド
構
想
」
を
解
釈
す
る
う
え
で
の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
は
、
こ

の
構
想
が
確
実
に
ウ
イ
グ
ル
を
、
そ
し
て
そ
こ
に
住
む
ウ
イ
グ

ル
人
の
生
活
を
現
状
よ
り
も
さ
ら
に
困
窮
さ
せ
、
ウ
イ
グ
ル
へ

の
漢
民
族
流
入
、
同
化
政
策
を
結
果
と
し
て
一
段
と
促
進
さ
せ

る
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ウ
イ
グ
ル
人
が
経
営
す

る
企
業
は
、
こ
の
よ
う
な
構
想
に
関
わ
る
こ
と
は
出
来
な
い
。

で
は
、
誰
が
利
を
得
る
の
か
。
漢
民
族
が
経
営
す
る
企
業
以
外

に
な
い
。
大
き
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
と
分
か
れ
ば
、

漢
民
族
は
大
量
に
ウ
イ
グ
ル
に
流
入
す
る
。
そ
し
て
、
ウ
イ
グ

ル
人
は
経
済
的
に
追
い
詰
め
ら
れ
て
い
く
。
本
来
な
ら
ば
ウ
イ

グ
ル
人
の
も
の
で
あ
る
べ
き
土
地
で
、
漢
民
族
が
漢
民
族
の
為

の
事
業
を
進
め
て
い
る
の
だ
。
紛
れ
も
な
く
、
こ
の
構
図
で
あ

る
。 

 

私
は
、
個
人
的
な
意
見
と
し
て
、
中
国
へ
の
援
助
が
こ
の
構

想
に
対
し
て
行
わ
れ
る
こ
と
に
断
固
と
し
て
「
反
対
」
の
意
志

を
表
明
し
た
い
。
な
ぜ
な
ら
、
ア
ジ
ア
開
発
銀
行
や
世
界
銀
行 

が
融
資
を
行
う
前
提
と
し
て
「
貧
困
撲
滅
」
を
第
一
義
と
し
て

掲
げ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
既
に
、
生
活
に
困
窮
す
る
ウ
イ
グ

ル
人
が
多
く
存
在
す
る
中
、
こ
の
構
想
が
進
行
さ
れ
れ
ば
、
前

述
の
通
り
さ
ら
に
多
く
の
ウ
イ
グ
ル
人
が
経
済
的
に
追
い
詰

め
ら
れ
て
い
く
の
は
明
ら
か
で
あ
り
、
国
際
的
な
金
融
機
関
の

融
資
を
行
う
目
的
と
理
念
に
真
っ
向
か
ら
反
す
る
こ
と
が
容

易
に
想
像
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
日
本
国
内
か
ら
は
、
情
報
の

少
な
さ
も
あ
り
懸
念
の
声
が
上
が
ら
な
い
が
、
い
ず
れ
、
こ
の

件
に
つ
い
て
何
ら
か
の
形
で
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
必
要
が

あ
る
と
私
は
考
え
て
い
る
。 

 

ア
ジ
ア
開
発
銀
行
の
黒
田
東
彦
総
裁
は
、
こ
の
「
新
シ
ル
ク

ロ
ー
ド
構
想
」
（
そ
れ
だ
け
に
留
ま
る
事
は
な
い
）
に
非
常
に

肯
定
的
か
つ
積
極
的
な
考
え
を
持
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
お

り
、
加
え
て
副
総
裁
の
一
人
は
融
資
を
受
け
る
側
の
中
国
か
ら

派
遣
さ
れ
て
い
る
趙
暁
宇
氏
で
あ
る
。
こ
れ
だ
け
の
下
地
が
出

来
上
が
れ
ば
、
ど
ん
な
に
矛
盾
に
満
ち
溢
れ
て
い
て
も
融
資
は

行
わ
れ
る
。
中
国
が
要
望
を
行
え
ば
、
そ
の
融
資
は
実
行
さ
れ

る
と
い
う
構
図
は
間
違
い
な
く
存
在
し
て
い
る
と
見
る
べ
き 

 

だ
。
総
額
で
２
兆
円
と
も
言
わ
れ
る
「
新
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
構
想
」

に
お
け
る
融
資
で
あ
る
が
、
こ
れ
で
収
ま
る
と
考
え
る
ほ
う
が

愚
か
だ
ろ
う
。
間
違
い
な
く
湯
水
の
ご
と
く
、
中
国
に
資
金
は

流
れ
る
。 

 こ
の
よ
う
な
状
況
を
一
つ
一
つ
紐
解
い
て
い
く
と
、
ウ
イ
グ
ル

問
題
を
、
人
権
問
題
な
ど
に
限
定
し
た
側
面
で
捉
え
て
も
、
何

が
生
ま
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
現
実
的
に
ウ
イ
グ
ル
人
を
民
族

消
滅
の
危
機
か
ら
回
避
さ
せ
る
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
見
出
す
こ

と
は
出
来
な
い
こ
と
を
強
く
感
じ
る
。 

中
国
が
、
今
後
ど
の
よ
う
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
っ
て
ユ
ー
ラ
シ

ア
大
陸
に
、
そ
し
て
日
本
に
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
経
済
的

浸
透
、
軍
事
的
脅
威
を
及
ぼ
そ
う
と
し
て
い
る
の
か
。
こ
れ
に

つ
い
て
、
し
っ
か
り
と
認
識
し
て
い
か
な
い
限
り
中
国
に
対
し

効
果
的
な
牽
制
を
加
え
て
い
く
こ
と
は
事
実
上
不
可
能
で
あ
ろ

う
。 

   

ユ
ー
ラ
シ
ア
に
覇
権
を
拡
大
さ
せ
る
中
国
と
、
そ
れ
に
本
質

的
に
は
嫌
悪
感
を
抱
い
て
い
て
も
、
そ
の
覇
権
に
現
状
と
し
て

楔
を
打
ち
込
む
術
を
有
し
て
い
な
い
ア
メ
リ
カ
。
さ
ら
に
は
、

中
央
ア
ジ
ア
で
の
資
源
確
保
を
目
論
む
ロ
シ
ア
、
そ
し
て
前
述

の
国
際
金
融
機
関
の
存
在
や
、
関
係
国
の
経
済
界
の
意
図
と
い

う
様
々
な
要
素
と
思
惑
が
交
錯
す
る
中
で
存
在
す
る
の
が
、
現

状
と
し
て
の
「
ウ
イ
グ
ル
問
題
」
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
し
っ

か
り
と
見
据
え
て
、
２
０
１
１
年
は
ウ
イ
グ
ル
の
為
に
、
そ
し

て
日
本
人
と
し
て
日
本
の
為
に
何
が
出
来
る
の
か
を
認
識
し
行

動
し
て
い
き
た
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
担
当:

廣
瀬
） 

 
二
つ
の
「
新
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
構
想
」
（
２
） 
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                                トヨク溝千仏洞（ピチャン） 

                             山の斜面に無数の洞穴が掘られ、内部には 

                             仏画・仏像が安置されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

仏
教
は
、
釈
迦
入
滅
後
に
弟
子
の
間
で
大
乗
仏
教
と
上
座
部

仏
教
と
に
分
裂
し
ま
し
た
が
、
い
ず
れ
も
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
へ

と
伝
わ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
で
信
者
を
獲
得
し
て
い
ま
し
た
。 

 

タ
ク
ラ
マ
カ
ン
砂
漠
を
挟
ん
で
北
側
に
は
先
に
上
座
部
仏
教

と
後
に
大
乗
仏
教
が
、
南
側
に
は
大
乗
仏
教
が
伝
わ
り
ま
し
た
。 

タ
ク
ラ
マ
カ
ン
砂
漠
の
北
側
、
現
在
の
ク
チ
ャ
は
上
座
部
仏

教
、
特
に
説
一
切
有
部
の
中
心
地
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
、
多
く

の
経
典
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
ク
チ
ャ
の
キ
ジ
ル
千
仏

洞
な
ど
に
は
自
己
の
悟
り
を
得
る
た
め
に
禅
定
が
重
視
さ
れ
て

い
た
こ
と
を
伺
わ
せ
る
禅
室
跡
や
、
釈
迦
の
生
涯
を
描
い
た
仏

伝
図
、
釈
迦
の
前
世
の
物
語
を
描
い
た
本
生
図
な
ど
が
多
く
残

さ
れ
て
い
ま
す
。 

し
か
し
、
同
時
期
の
ク
チ
ャ
に
は
大
乗
仏
教
の
寺
院
が
あ
っ

た
こ
と
も
玄
奘
三
蔵
に
よ
っ
て
記
録
さ
れ
て
お
り
、
さ
ま
ざ
ま

な
文
化
や
民
族
に
よ
っ
て
成
り
立
つ
こ
の
地
域
の
多
文
化
性
、

寛
容
性
が
伺
わ
れ
ま
す
。 

タ
ク
ラ
マ
カ
ン
砂
漠
の
北
側
は
上
座
部
仏
教
の
教
勢
が
大
き

か
っ
た
も
の
の
、
次
第
に
大
乗
仏
教
が
盛
ん
に
な
っ
た
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。 

タ
ク
ラ
マ
カ
ン
砂
漠
の
南
側
、
現
在
の
ホ
ー
タ
ン
（
于
闐
国
）

は
、
こ
の
地
域
で
最
初
に
仏
教
が
伝
わ
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ

り
、
世
界
的
に
も
大
乗
仏
教
の
中
心
地
の
一
つ
で
あ
り
、
多
く

の
大
乗
経
典
が
発
掘
さ
れ
て
い
ま
す
。
ス
ト
ゥ
ー
パ
（
仏
塔
）

を
中
心
に
配
し
、
そ
の
周
囲
を
回
廊
が
囲
む
大
掛
か
り
な
仏
教

寺
院
が
建
設
さ
れ
ま
し
た
。
華
厳
経
な
ど
現
在
で
も
重
用
な
大

乗
経
典
の
多
く
が
こ
の
地
で
編
纂
さ
れ
、
中
国
へ
と
伝
わ
っ
て

い
き
ま
し
た
。 

中
国
の
多
く
の
求
法
僧
ら
も
、
こ
の
于
闐
に
来
て
学
び
、
教

え
と
経
文
と
を
持
ち
帰
り
ま
し
た
。 

  

文
化
が
、
現
在
の
日
本
の
我
々
に
と
っ
て
も
身
近
な
仏
教
と
な

っ
て
い
ま
す
。 

仏
像
は
１
世
紀
に
ク
シ
ャ
ー
ン
朝
が
あ
っ
た
北
イ
ン
ド
の
ガ

ン
ダ
ー
ラ
、
サ
ー
ン
チ
ー
で
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
言
わ

れ
ま
す
が
、
こ
れ
は
ギ
リ
シ
ャ
彫
刻
な
ど
に
見
ら
れ
る
よ
う
な

ヘ
レ
ニ
ズ
ム
文
化
の
影
響
が
大
き
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

 

同
様
に
、
多
様
な
文
化
の
重
な
り
に
あ
っ
た
東
ト
ル
キ
ス
タ

ン
で
も
、
盛
ん
に
仏
像
や
仏
画
な
ど
の
仏
教
美
術
が
作
ら
れ
ま

し
た
。
現
在
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
は
大
仏
像
で
有
名
な
バ
ー

ミ
ヤ
ン
遺
跡
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
に
比
較
し
て
も
東
ト
ル
キ

ス
タ
ン
の
諸
都
市
で
は
更
に
多
く
の
大
仏
が
作
ら
れ
て
い
た
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
に
残
る
仏
教
遺
跡
や
美
術
は
、
仏
寺
跡
も

各
地
に
残
っ
て
い
ま
す
が
、
千
仏
洞
に
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
仏
教
美

術
の
絵
画
な
ど
が
保
存
状
態
の
良
い
ま
ま
に
残
さ
れ
て
い
ま

す
。
千
仏
洞
と
は
山
の
斜
面
に
多
く
の
洞
窟
を
掘
り
、
そ
こ
を

仏
像
や
仏
画
で
飾
っ
た
も
の
で
す
。 

 

７
世
紀
、
西
遊
記
の
モ
デ
ル
で
あ
る
玄
奘
三
蔵
は
シ
ル
ク
ロ

ー
ド
を
経
由
し
て
天
竺
に
経
典
を
求
め
て
旅
を
し
ま
し
た
。
こ

の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
舞
台
が
現
在
の
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
（
新
彊

ウ
イ
グ
ル
自
治
区
）
で
す
。 

 

玄
奘
の
旅
は
「
大
唐
西
域
記
」
と
し
て
残
さ
れ
て
お
り
、
シ

ル
ク
ロ
ー
ド
の
諸
都
市
で
は
非
常
に
仏
教
が
盛
ん
で
あ
る
と
記

し
て
い
ま
す
。 

そ
れ
か
ら
１
０
０
０
年
以
上
経
ち
、
現
在
の
東
ト
ル
キ
ス
タ

ン
の
住
人
で
あ
る
ウ
イ
グ
ル
人
の
大
半
は
イ
ス
ラ
ム
教
徒
と
な

っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
今
も
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
の
各
地
に
残

る
多
く
の
仏
教
遺
跡
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
か
つ
て
は
仏
教

が
信
仰
さ
れ
、
華
麗
な
仏
教
文
化
が
花
開
い
て
い
ま
し
た
。 

 

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
は
東
西
の
交
通
や
貿
易
の
主
要
な
幹
線
で
し

た
が
、
東
西
文
化
の
交
流
と
い
う
点
で
も
大
き
な
役
割
を
果
た

し
ま
し
た
。
西
方
の
宗
教
で
あ
る
マ
ニ
教
、
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
、

ネ
ス
ト
リ
ウ
ス
派
キ
リ
ス
ト
教
な
ど
は
、
い
ず
れ
も
シ
ル
ク
ロ

ー
ド
を
経
由
し
て
東
方
に
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
特
に
、

日
本
も
含
む
東
ア
ジ
ア
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
も
の
が
仏
教

で
す
。 

イ
ン
ド
で
始
ま
っ
た
仏
教
は
１
世
紀
以
降
に
現
在
の
東
ト
ル

キ
ス
タ
ン
に
広
が
り
、
そ
れ
が
中
国
に
伝
わ
っ
て
、
そ
の
後
６

世
紀
に
日
本
へ
と
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
大
乗
仏
教
や
主
要
な

仏
典
、
仏
像
な
ど
の
仏
教
美
術
が
成
立
し
た
北
西
イ
ン
ド
お
よ

び
、
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
も
含
む
中
央
ア
ジ
ア
で
発
展
し
た
仏
教 

 

ウ
イ
グ
ル
と
仏
教
に
つ
い
て
概
説 
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東トルキスタンに伝わる壮麗な仏教美術（画像は 

2010年 9月の協会主催講演会 「２世紀から１１ 

世紀 東トルキスタン タクラマカン盆地の仏教 

文化」講師：カイセル・オズフン氏） 

仏
僧
た
ち
は
イ
ン
ド
の
仏
典
を
現
地
語
に
翻
訳
し
、
仏
教
の

学
習
と
布
教
に
努
め
ま
し
た
。
彼
ら
の
多
く
は
２
世
紀
中
期
以

降
、
仏
典
を
携
え
て
中
国
に
入
り
、
中
国
の
仏
教
の
確
立
に
多

大
な
貢
献
を
し
ま
し
た
。
中
国
で
普
遍
的
に
広
ま
っ
た
後
に
、

仏
教
は
朝
鮮
半
島
、
日
本
へ
と
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。 

５
世
紀
初
頭
に
ク
マ
ラ
ジ
ー
ヴ
ァ
（
鳩
摩
羅
什
）
と
い
う
現

在
の
ク
チ
ャ
（
亀
茲
国
）
出
身
の
人
が
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
の

大
乗
仏
教
経
典
を
漢
語
訳
し
ま
し
た
。
彼
の
訳
経
を
用
い
て
、

聖
徳
太
子
は
日
本
に
積
極
的
に
仏
教
を
取
り
入
れ
ま
し
た
。
彼

の
翻
訳
し
た
経
典
は
今
で
も
「
羅
什
訳
」
と
呼
ば
れ
重
用
さ
れ

て
い
ま
す
。 

ま
た
玄
奘
三
蔵
は
唐
の
長
安
を
出
発
し
イ
ン
ド
へ
と
経
典
を

求
め
旅
を
し
ま
し
た
が
、
そ
の
際
に
現
在
の
ト
ル
フ
ァ
ン
（
高

昌
国
）
や
ク
チ
ャ
（
屈
支
国
）
な
ど
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
の
諸
都

市
を
経
由
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
で
仏
教
が
非
常
に
隆
盛

で
あ
っ
た
と
記
し
て
い
ま
す
。 

こ
の
地
域
へ
の
仏
教
の
伝
播
に
は
３
つ
の
大
き
な
波
が
あ

り
、
イ
ン
ド
か
ら
直
接
伝
わ
っ
て
き
た
も
の
、
一
旦
中
国
に
伝

わ
っ
て
現
地
で
発
展
し
そ
れ
が
逆
流
し
て
き
た
も
の
、
チ
ベ
ッ

ト
で
発
展
し
た
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
の
順
に
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。 

 

し
か
し
、
以
上
で
観
て
き
た
よ
う
に
、
仏
教
の
発
展
史
と
し
て

見
る
と
き
に
重
要
と
な
る
の
は
、
イ
ン
ド
か
ら
伝
わ
っ
て
来
て

こ
の
地
で
発
展
し
、
中
国
、
日
本
へ
と
伝
わ
っ
て
行
っ
た
「
北

伝
仏
教
」
の
流
れ
に
な
り
ま
す
。 

 

東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
の
タ
リ
ム
盆
地
に
存
在
し
て
い
た
国
家

は
、
砂
漠
の
周
縁
に
存
在
す
る
オ
ア
シ
ス
を
拠
点
と
し
た
都
市

国
家
が
集
ま
っ
て
で
き
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
北
方
か
ら
来
る

テ
ュ
ル
ク
系
・
モ
ン
ゴ
ル
系
の
遊
牧
騎
馬
民
族
の
支
配
を
受
け

た
り
し
ま
し
た
。 

  

  

「
ト
ル
キ
ス
タ
ン
」
と
は
ペ
ル
シ
ャ
語
で
テ
ュ
ル
ク
系
の
民

族
が
住
む
土
地
と
い
う
意
味
で
す
が
、
こ
の
地
域
が
言
語
・
文

化
的
に
テ
ュ
ル
ク
化
す
る
の
に
大
き
な
役
割
を
担
っ
た
の
が
ウ

イ
グ
ル
人
で
す
。 

現
在
の
モ
ン
ゴ
ル
高
原
に
あ
っ
た
遊
牧
ウ
イ
グ
ル
帝
国
が
崩

壊
し
た
９
世
紀
に
、
ウ
イ
グ
ル
人
が
大
量
に
移
住
し
て
き
て
、

天
山
ウ
イ
グ
ル
王
国
や
カ
ラ
ハ
ン
朝
を
形
成
し
ま
し
た
。
彼
ら

も
ま
た
仏
教
を
信
仰
し
て
お
り
、
そ
れ
ま
で
あ
っ
た
仏
教
文
化

を
一
層
発
展
さ
せ
て
い
き
ま
し
た
。 

こ
の
亡
命
し
て
き
た
ウ
イ
グ
ル
人
が
土
地
の
先
住
民
ら
と
混

血
し
、
そ
の
子
孫
が
今
の
ウ
イ
グ
ル
人
と
な
り
ま
す
。 

シ
ル
ク

ロ
ー
ド
を
経
由
し
て
伝
わ
っ
て
き
た
西
方
の
宗
教
で
、
現
在
の

東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
の
住
民
の
ほ
と
ん
ど
が
信
仰
し
て
い
る
の
が

イ
ス
ラ
ム
教
で
す
。
１
０
世
紀
頃
よ
り
入
っ
て
来
た
イ
ス
ラ
ム

教
を
、
ま
ず
は
カ
ラ
ハ
ン
朝
が
受
容
し
、
そ
れ
か
ら
東
ト
ル
キ

ス
タ
ン
が
イ
ス
ラ
ム
化
さ
れ
て
い
き
ま
す
。
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン

の
西
部
は
早
く
か
ら
イ
ス
ラ
ム
教
圏
と
な
っ
て
い
き
ま
し
た

が
、
東
部
は
し
ば
ら
く
の
間
は
仏
教
圏
の
ま
ま
で
あ
り
、
最
終

的
に
全
域
が
イ
ス
ラ
ム
化
し
た
の
は
１
５
～
１
７
世
紀
の
こ
と

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

つ
ま
り
仏
教
が
伝
わ
っ
た
２
世
紀
か
ら
１
２
～
１
３
世
紀
ま

で
の
１
０
０
０
年
間
は
、
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
は
仏
教
文
化
が
支

配
的
な
地
域
で
あ
っ
た
の
で
す
。 

 

イ
ス
ラ
ム
教
の
浸
透
に
よ
り
、
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
仏
教
美
術
の

仏
像
や
仏
画
の
目
が
消
さ
れ
る
な
ど
の
部
分
的
な
破
壊
も
あ
り

ま
し
た
が
、
こ
れ
は
深
刻
な
レ
ベ
ル
の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。 

２
０
世
紀
初
頭
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
日
本
な
ど
多
く
の
探
検 

 

隊
が
こ
の
地
を
訪
れ
、
大
量
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
仏
教
美
術
品
を

持
ち
帰
り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
に
対
し
て
中
国
政
府
は
、
探
検

隊
が
中
国
の
美
術
品
を
盗
ん
で
い
っ
た
と
非
難
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
仏
教
美
術
は
ウ
イ
グ
ル
人
の
先
祖
が
形

成
し
た
も
の
で
す
。 

そ
し
て
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
仏
教
美
術
の
徹
底
的
な
破
壊
は
、
１

９
６
０
年
代
の
文
化
大
革
命
の
と
き
に
、
新
彊
ウ
イ
グ
ル
自
治

区
に
入
っ
て
き
た
紅
衛
兵
に
よ
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

現
存
す
る
仏
教
遺
跡
の
代
表
的
な
も
の
は
、
ト
ル
フ
ァ
ン
の

ベ
ゼ
ク
リ
ク
千
仏
洞
、
ト
ユ
ク
千
仏
洞
、
ク
チ
ャ
の
キ
ジ
ル
千

仏
洞
、
ク
ズ
ル
ガ
ハ
千
仏
洞
な
ど
が
あ
り
、
日
本
人
が
好
ん
で

訪
れ
る
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
と
共
に
、
既

に
イ
ス
ラ
ム
教
徒
と
な
っ
た
ウ
イ
グ
ル
人
も
、
日
本
人
と
同
様

に
仏
教
遺
跡
に
観
光
に
訪
れ
て
い
ま
す
。 

現
在
、
中
国
政
府
の
圧
力
に
よ
り
民
族
独
自
の
文
化
を
奪
わ

れ
よ
う
と
し
て
い
る
ウ
イ
グ
ル
人
に
と
っ
て
、
彼
ら
の
先
祖
が

開
花
さ
せ
た
偉
大
な
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
仏
教
美
術
は
、
民
族
の
誇

り
と
な
っ
て
い
る
の
で
す
。 

 
 
 
 

 

（
担
当:

佐
藤
） 
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天山北路の旅 

金子 民雄 著 

連合出版 

書
籍
紹
介 

全
般
に
つ
い
て
扱
っ
て
お
り
、
出
産
、
教
育
、
結
婚
、
離
婚
、

日
常
生
活
な
ど
詳
し
く
触
れ
て
い
ま
す
。 

食
生
活
に
も
１
章
が
使
わ
れ
て
お
り
日
本
に
は
ま
だ
関
東
を

中
心
と
し
て
４
店
舗
し
か
な
い
ウ
イ
グ
ル
料
理
を
目
で
楽
し
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。
服
装
に
つ
い
て
は
女
性
が
対
象
と
い
う
こ

と
も
あ
り
写
真
が
多
く
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
ウ
イ
グ
ル
女
性

の
服
は
ア
ト
ラ
ス
と
呼
ば
れ
る
原
色
を
使
っ
た
虹
の
よ
う
な
派

手
な
服
で
す
が
彼
女
た
ち
に
は
と
て
も
似
合
っ
て
お
り
美
し
い

で
す
。
化
粧
は
濃
い
眉
毛
が
好
ま
れ
て
お
り
オ
ス
マ
と
い
う
薬

草
の
汁
を
塗
る
が
、
育
毛
効
果
な
ど
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
お
り

気
に
な
る
と
こ
ろ
で
す
。 

服
装
な
ど
身
の
回
り
の
物
に
つ
い
て
は
ウ
イ
グ
ル
語
で
の
名

称
も
２
ペ
ー
ジ
に
ま
と
め
て
あ
り
興
味
の
あ
る
方
に
と
っ
て
は

便
利
で
す
。
服
装
以
外
に
も
住
宅
の
構
造
、
内
装
、
な
ど
の
説

明
、
写
真
が
あ
り
ウ
イ
グ
ル
の
室
内
装
飾
に
つ
い
て
書
か
れ
て

い
る
本
は
日
本
で
は
少
な
く
、
他
に
は
杉
山
徳
太
郎
氏
の
「
維

吾
爾
絨
毬
文
様
考 

」、「
ホ
ー
タ
ン
手
織
絨
毯
選
集
」
な
ど
ウ
イ

グ
ル
絨
毯
の
本
ぐ
ら
い
で
し
ょ
う
か
。
本
書
は
裕
福
な
家
庭
が

対
象
の
た
め
貧
し
い
家
庭
、
ト
ル
コ
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
な
ど
海

外
に
居
る
ウ
イ
グ
ル
人
と
の
比
較
も
是
非
知
り
た
い
と
こ
ろ
で

す
。
中
国
政
府
は
ウ
イ
グ
ル
人
の
伝
統
的
な
文
化
、
家
庭
を
破

壊
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
が
制
約
の
少
な
い
海
外
で
ど
う
な
の

で
し
ょ
う
か
？
最
近
ト
ル
コ
の
カ
イ
セ
リ
に
行
っ
た
方
の
調
査

で
は
ウ
イ
グ
ル
人
居
住
区
で
服
装
な
ど
一
見
す
る
と
ト
ル
コ
社

会
に
同
化
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
ウ
イ
グ
ル
人
家
庭
に
入

っ
て
見
る
と
食
生
活
、
ウ
イ
グ
ル
語
な
ど
ウ
イ
グ
ル
人
の
特
徴

を
保
持
し
て
い
る
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。 

現
地
の
ウ
イ
グ
ル
人
と
海
外
の
ウ
イ
グ
ル
人
が
連
携
、
協
力

し
合
っ
て
ウ
イ
グ
ル
文
化
を
残
し
て
行
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

（
担
当:

ム
シ
ュ
ク
） 

 

ま
た
著
者
が
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
入
国
直
後
に
呉
弘
達
氏
が
ウ
イ
グ

ル
に
入
ろ
う
と
し
て
逮
捕
さ
れ
た
そ
う
で
す
。
呉
弘
達
氏
を
講

演
な
ど
で
知
っ
て
い
る
方
も
い
る
で
し
ょ
う
。
キ
ル
ギ
ス
タ
ン

で
は
イ
シ
ッ
ク
ク
ル
、
李
白
、
玄
奘
三
蔵
に
つ
い
て
書
か
れ
て

い
ま
す
が
、
気
に
な
る
記
述
と
し
て
現
地
日
本
語
教
師
の
証
言

と
し
て
中
国
核
実
験
の
「
死
の
灰
」
が
降
り
現
地
の
人
た
ち
が

神
経
を
尖
ら
せ
て
い
る
こ
と
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
書
評
で
は

ふ
れ
ま
せ
ん
が
セ
ミ
ョ
ー
ノ
フ
、
プ
ル
ジ
ェ
ワ
ル
ス
キ
ー
な
ど

１
９
世
紀
の
探
検
家
に
つ
い
て
も
書
か
れ
て
お
り
興
味
の
あ
る

方
に
は
楽
し
め
る
と
思
い
ま
す
。 

歴
史
紀
行
が
政
治
色
を
帯
び
る
の
は
中
国
な
ら
で
は
。
著
者

は
大
学
で
は
な
く
民
間
の
研
究
者
な
の
で
多
少
踏
み
込
め
る
面

が
あ
る
の
で
し
ょ
う
。
著
者
が
講
演
で
中
国
の
恐
ろ
し
さ
は
人

口
で
あ
る
と
い
っ
た
の
が
非
常
に
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。 

   

本
書
は
歴
史
紀
行
で
あ
り
金
子
民
雄
氏
は
ウ
イ
グ
ル
の
専
門

家
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
全
般
で
は
有
名
な
歴
史

家
で
す
。 

本
書
は
１
９
９
５
年
に
書
か
れ
ウ
ル
ム
チ
を
起
点
と
し
て
天

山
北
路
を
通
り
グ
ル
ジ
ャ
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
、
キ
ル
ギ
ス
タ
ン
、

そ
し
て
最
後
に
カ
シ
ュ
ガ
ル
に
至
る
経
路
を
記
述
し
て
い
ま

す
。 著

者
の
関
心
は
歴
史
で
あ
り
ウ
ル
ム
チ
に
は
そ
れ
ほ
ど
触
れ

て
は
い
ま
せ
ん
。
ウ
ル
ム
チ
よ
り
天
山
北
路
を
通
り
グ
ル
ジ
ャ

に
行
く
過
程
で
は
西
徳
二
郎
に
つ
い
て
書
い
て
い
ま
す
。
西
徳

二
郎
は
北
清
事
変
時
の
公
使
と
し
て
知
ら
れ
て
お
り
、
１
８
８

０
年
に
こ
の
地
を
訪
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
年
は
い
わ
ゆ
る
「
ヤ

ク
ブ
ベ
ク
の
乱
」
よ
り
３
年
し
か
経
過
し
て
お
ら
ず
、
当
時
は

ロ
シ
ア
が
グ
ル
ジ
ャ
を
占
領
し
、
ロ
シ
ア
、
清
国
が
天
山
北
路

で
対
峙
し
て
い
ま
し
た
。
西
徳
二
郎
は
天
山
北
路
に
行
っ
た
最

初
の
日
本
人
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

グ
ル
ジ
ャ
は
「
豊
穣
の
地
イ
リ
」
と
し
て
１
章
を
使
っ
て
い

ま
す
。
グ
ル
ジ
ャ
の
豊
穣
さ
、
美
し
さ
に
触
れ
て
い
る
と
同
時

に
「
同
治
回
乱
」
の
民
族
間
の
衝
突
、
陰
惨
さ
に
つ
い
て
書
い

て
お
り
２
年
後
に
起
こ
る
グ
ル
ジ
ャ
事
件
を
予
感
さ
せ
ま
す
。 

中国・シルクロードの 

女性と生活 

岩崎 雅美 著           

          東方出版 

 

 

ウ
イ
グ
ル
に
関
し
て
は
政
治
、
歴
史
、
旅
行
記
、
写
真
は
多

く
書
か
れ
て
い
る
が
生
活
に
つ
い
て
書
い
た
物
は
少
な
い
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。 

本
書
は
１
９
９
９
年
か
ら
２
０
０
３
年
に
か
け
て
カ
シ
ュ
ガ

ル
、
グ
ル
ジ
ャ
な
ど
を
中
心
と
し
て
ウ
イ
グ
ル
人
の
生
活
調
査

が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
中
国
の
許
可
を
得
た
上
で
の
調
査
の
為
、

比
較
的
裕
福
で
イ
ス
ラ
ム
色
の
薄
い
家
庭
を
対
象
と
し
て
生
活 
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開会直後、DEATH ON THE SILKROAD の上映。 

 真剣に見入る参加者ら。 

 

                 2010/11/6 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中国の異民族支配 

 

横山 宏章 著     集英社 

そ
の
後
、
日
本
ウ
イ
グ
ル
協
会
会
長
の
イ
リ
ハ
ム
・
マ
ハ
ム

テ
ィ
に
よ
る
挨
拶
、
五
時
四
十
五
分
頃
か
ら
、
議
員
・
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
の
方
々
に
よ
る
リ
レ
ー
ト
ー
ク
が
行
わ
れ
た
。 

リ
レ
ー
ト
ー
ク
は
、
神
奈
川
県
議
会
議
員
・
日
本
会
議
議
員

連
盟
会
長
の
松
田
良
昭
議
員
、
同
じ
く
神
奈
川
県
議
会
議
員
の

小
島
健
一
議
員
、
チ
ベ
ッ
ト
文
化
研
究
所
所
長
・
横
浜
桐
蔭
大

学
教
授
の
ペ
マ
・
ギ
ャ
ル
ポ
氏
の
三
氏
が
登
壇
さ
れ
た
。 

後
半
は
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
西
村
幸
祐
氏
、
拓
殖
大
学
客
員

教
授
の
石
平
氏
、
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
家
の
関
岡
英
之
氏
、

東
京
都
議
会
議
員
の
吉
田
康
一
郎
議
員
の
四
氏
で
、
飛
び
入
り

で
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
山
際
澄
夫
氏
が
登
壇
さ
れ
た
。 

西
村
氏
の
依
頼
に
よ
り
同
氏
の
登
壇
の
前
に
、
巷
を
騒
が
せ

て
い
る
「
尖
閣
諸
島
衝
突
動
画
」
の
上
映
を
行
っ
た
。 

集
会
の
最
後
は
、
協
会
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
集
会
決
議
文
を
読

み
上
げ
、
拍
手
に
よ
っ
て
参
加
者
の
賛
同
を
得
る
と
い
う
形
で

締
め
く
く
ら
れ
た
。 

集
会
が
開
演
し
て
か
ら
上
映
さ
れ
た
「D

E
A
T
H
 
O
N
 
T
HE
 

S
I
L
KR
O
AD

」
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
さ
れ

て
い
る
も
の
を
既
に
視
聴
し
た
参
加
者
も
大
勢
い
た
の
で
あ
ろ

う
が
、
そ
れ
で
も
皆
真
剣
に
食
い
入
る
様
に
見
て
い
た
。 

公
安
当
局
に
拘
束
さ
れ
る
リ
ス
ク
を
負
い
、
旅
行
者
を
装
っ

て
行
わ
れ
た
、
ウ
イ
グ
ル
に
お
け
る
核
被
災
状
況
の
潜
入
取
材
。 

現
地
の
医
師
へ
の
取
材
、
極
秘
資
料
の
入
手
な
ど
、
隠
密
調

査
を
続
け
て
い
く
う
ち
に
、
真
実
が
次
第
に
白
日
の
下
に
さ
ら

さ
れ
て
い
っ
た
。
中
国
共
産
党
政
府
の
核
実
験
の
実
施
規
模
と

比
例
し
て
増
加
し
て
い
る
、
ウ
イ
グ
ル
の
白
血
病
患
者
、
奇
形

の
子
ど
も
達
、
と
い
う
こ
の
事
実
に
対
し
、
中
国
政
府
は
「
核

爆
弾
の
被
害
は
な
い
。
ウ
イ
グ
ル
人
の
被
爆
者
は
い
な
い
。
」

と
言
い
放
っ
て
い
る
。 

 

 

中
国
政
府
が
隠
ぺ
い
し
続
け
る
、
ウ
イ
グ
ル
で
の
核
実
験
と

放
射
能
汚
染
に
つ
い
て
は
、
そ
こ
に
住
む
す
べ
て
の
人
が
知
っ

て
お
り
、
ま
た
医
師
も
知
っ
て
い
る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
抗

議
を
上
げ
る
こ
と
自
体
が
出
来
な
く
な
っ
て
い
る
。
こ
の
事
か

ら
明
ら
か
な
様
に
、
中
国
共
産
党
政
府
の
掲
げ
る
「
民
族
和
階

社
会
」
と
い
う
言
葉
は
上
辺
だ
け
で
、
実
際
は
「
胡
説
八
道
（
で

た
ら
め
）
」
で
あ
る
。 

 

登
壇
さ
れ
た
方
々
の
お
話
の
内
容
は
、
今
後
の
日
中
関
係
に

関
す
る
も
の
、
現
在
メ
デ
ィ
ア
を
騒
が
せ
て
い
る
尖
閣
衝
突
事

件
の
流
出
映
像
に
つ
い
て
、
と
い
っ
た
も
の
が
主
で
あ
っ
た
。 

緊
迫
す
る
日
中
関
係
に
つ
い
て
、
ペ
マ
・
ギ
ャ
ル
ポ
氏
は
「
中

国
に
正
し
い
こ
と
を
主
張
し
て
も
、
あ
ま
り
効
果
は
な
い
。
彼

ら
は
真
実
と
は
縁
遠
い
国
で
あ
る
。
彼
ら
の
文
化
は
捏
造
。
そ

し
て
力
を
一
番
信
じ
て
い
る
」
と
話
さ
れ
、
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ

ン
作
家
の
関
岡
英
之
氏
は
、
中
国
共
産
党
が
政
治
的
戦
略
と
し

て
実
施
し
て
い
る
「
三
戦
（
法
律
戦
・
心
理
戦
・
世
論
戦
）
」

を
我
々
も
利
用
し
て
、
中
国
に
対
抗
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
説
明
し
た
。
尖
閣
衝
突
事
件
の
流
出
画
像
を
巡
っ
て
は
、

登
壇
者
の
方
々
は
共
通
し
て
、
「
映
像
流
出
犯
人
探
し
」
を
徹

底
批
判
さ
れ
て
い
た
。
松
田
良
昭
議
員
は
、
こ
の
画
像
流
出
の

件
に
つ
い
て
「
内
部
告
発
」
と
し
、
「
領
土
・
主
権
の
侵
犯
」

こ
そ
問
題
と
批
判
。
同
じ
く
西
村
幸
祐
氏
も
、
真
実
を
報
道
で

き
な
い
既
存
の
マ
ス
コ
ミ
の
情
報
統
制
を
強
く
批
判
さ
れ
た
。

登
壇
さ
れ
た
方
々
の
御
話
に
参
加
者
か
ら
拍
手
が
度
々
沸
き
起

こ
り
、
盛
況
の
中
で
締
め
括
り
と
し
て
、
本
平
和
集
会
の
決
議

文
の
読
み
上
げ
と
、
拍
手
に
よ
る
賛
同
を
経
て
、
今
回
の
集
会

は
幕
を
閉
じ
た
。
今
後
私
も
、
中
国
共
産
党
に
よ
っ
て
「
黙
殺

さ
れ
た
」
ウ
イ
グ
ル
の
数
多
く
の
真
実
を
白
日
の
下
に
さ
ら
す

た
め
、
微
力
な
が
ら
も
活
動
を
し
て
ゆ
き
た
い
。
（
担
当:

Ｉ
） 

  

 
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
開
催
を
前
に
横
浜
の
街
は
緊
迫
し
た
雰
囲
気
に
包

ま
れ
、
横
浜
市
内
至
る
所
に
は
、
全
国
か
ら
派
遣
さ
れ
て
き
た

警
官
が
、
真
剣
な
面
持
ち
で
歩
き
回
っ
て
い
た
。 

去
る
１
１
月
６
日
（
土
）
横
浜
情
報
文
化
会
館
・
情
文
ホ
ー

ル
に
て
、
午
後
四
時
か
ら
「
黙
殺
さ
れ
る
真
実
を
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
に

問
う
平
和
集
会
」
を
開
催
し
た
。
集
会
参
加
者
は
１
４
０
名
ほ

ど
で
あ
っ
た
。 

午
後
四
時
の
開
場
か
ら
、
２
０
０
８
年
４
月
長
野
聖
火
リ
レ

ー
の
際
に
、
初
め
て
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
国
旗
を
掲
げ
て
抗
議
行

動
を
行
っ
た
映
像
、
チ
ベ
ッ
ト
難
民
の
厳
し
い
現
実
を
描
い
た

映
画
「
ヒ
マ
ラ
ヤ
を
越
え
る
子
供
た
ち
」
を
上
映
し
た
。 

午
後
五
時
に
開
会
、
ま
ず
は
ウ
イ
グ
ル
に
お
け
る
核
実
験
の

被
害
を
訴
え
た
「D

E
A
T
H
 

O
N 

T
H
E
 S
IL
K
RO
A
D

」
の
上
映
を
行

っ
た
。 

 「
黙
殺
さ
れ
る
真
実
を
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
に
問
う 

平
和
集
会
」
レ
ポ
ー
ト 
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○明けましておめでとうございます。 

昨年は後半にかけて、劉暁波氏のノ 

ーベル平和賞授賞や、尖閣問題など、 

中国関連のニュースを多く目にしま 

した。○毎年の事ながら、今年こそ、 

ウイグルにとって最高のニュースが 

聞けないかと思ってしまいます。○ 

何度か取り上げているアジア開発銀 

の問題、核すら保有している国家に 

財政赤字を抱える日本から資金流入、 

素人ながら理解しがたい事です。○ 

本年も、精進してゆく所存です。協 

会と「蒼空」を、宜しくお願い申し 

上げます。（編集：「ぬ」） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ
イ
グ
ル
風
野
菜
春
雨
サ
ラ
ダ
（
３
～
４
人
前
） 

 
 材

料 
 

人
参
１
本
、
ピ
ー
マ
ン
２
個
、
赤
ピ
ー
マ
ン
１
個
、
ほ
う
れ

ん
草
適
当
、
春
雨
１
０
０
グ
ラ
ム 

 
 調

味
料 

 

塩
、
こ
し
ょ
う
、
山
椒
、
味
の
素
、
醤
油
、
唐
辛
子
粉
、
黒

酢
、
サ
ラ
ダ
油 

 
 作

り
方 

 
 

ま
ず
は
野
菜
を
洗
っ
て
人
参
、
ピ
ー
マ
ン
と
赤
ピ
ー
マ
ン
を

千
切
り
に
し
、
ほ
う
れ
ん
草
は
３
セ
ン
チ
く
ら
い
の
長
さ
で
切

る
。 野

菜
の
準
備
が
終
わ
っ
た
ら
、
春
雨
を
お
湯
で
戻
し
、
冷
た

い
水
で
冷
や
し
た
後
、
器
に
入
れ
て
、
準
備
し
て
お
く
。 

 

 

千
切
り
の
野
菜
と
ほ
う
れ
ん
草
を
器
の
中
の
春
雨
の
上
に
の

せ
た
後
、
そ
の
上
に
塩
、
こ
し
ょ
う
、
山
椒
、
醤
油
、
唐
辛
子

粉
、
黒
酢
、
サ
ラ
ダ
油
（
好
み
で
味
の
素
）
を
適
量
掛
け
て
良

く
混
ぜ
、
５
分
位
置
い
て
置
け
ば
出
来
上
が
り
。 

 
 

さ
っ
ぱ
り
し
た
味
で
、
ご
飯
な
ど
に
も
ぴ
っ
た
り
で
す
。 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

（
担
当:

イ
リ
ハ
ム
） 

投
稿
募
集
中
！ 

引
き
続
き
、
会
員
の
皆
様
か
ら
の
投
稿
を
募
集
致
し
ま
す
。 

 
 
 

ウ
イ
グ
ル
を
取
り
巻
く
状
況
に
つ
い
て
の
ご
意
見
や
、
今
後
の

活
動
に
つ
い
て
の
ア
イ
デ
ア
な
ど
、
ウ
イ
グ
ル
に
関
す
る
事
な

ら
何
で
も
お
寄
せ
下
さ
い
。
要
項
は
左
記
の
通
り
で
す
。 

 

・
４
０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙
換
算
で
１
～
２
枚
程
度 

 

・
本
名
掲
載
の
可
否
、
若
し
く
は
ペ
ン
ネ
ー
ム
を
明
記 

 
 
 
 

 
 

（
な
い
場
合
は
一
律
「
匿
名
希
望
」
と
し
ま
す
。
） 

 

・
原
稿
の
返
却
は
致
し
ま
せ
ん
。 

 

・
趣
旨
を
変
え
な
い
範
囲
で
編
集
を
行
わ
せ
て
頂
く
場
合
が 

 
 

あ
り
ま
す
。 

 

・
な
る
べ
く
沢
山
の
方
の
原
稿
を
掲
載
出
来
ま
す
様
努
力
致 

し
ま
す
が
、
ご
期
待
に
添
え
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

 

・
締
め
切
り
は
、
会
報
発
行
月
（
１
・
４
・
７
・
１
０
月
） 

 
 

の
、
前
月
１
０
日
消
印
有
効
で
す
。（
メ
ー
ル
は
１
５
日
） 

 

・
協
会
ア
ド
レ
ス
宛
て
に
メ
ー
ル
で
お
送
り
頂
く
か
、
私
書 

箱
宛
て
に
封
書
に
て
ご
郵
送
下
さ
い
。 

ア
ド
レ
ス 

 
 

in
fo

@
u

y
g
h

u
r-j.o

rg
 

私
書
箱 

 

〒
１
５
０
‐
０
０
１
２ 

東
京
都
渋
谷
区
広
尾
１
‐
１
‐
３
９ 

 

恵
比
寿
プ
ラ
イ
ム
ス
ク
エ
ア
１
Ｆ 

Ｍ
Ｂ
Ｅ
５
２
１ 

 

特
定
非
営
利
活
動
法
人 

日
本
ウ
イ
グ
ル
協
会 

 
 
 

「
蒼
空
」
編
集
部
「
会
員
の
声
」
係 

編集後記 

 

ウ
イ
グ
ル
料
理
紹
介 

 

 

 

盛り付けたサラダ。白い春雨に緑のほうれん草 

とピーマン、赤ピーマンにオレンジ色の人参と 

彩りも鮮やか。 

 

日本ウイグル協会 

公式サイト 

http://uyghur-j.org/ 

 

メールアドレス 

info@uyghur-j.org 

 


